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鞘考　61拝は村議選準のあった咋

広村納手

講
和
前
榊
願
問
題
な
ど

第
一
回
臨
畔

議
会
は
、
去
ろ

二
月
一
」
卜
四
日

に
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
目

は
ま
す
会
期
右

二
∩
二
∵
十
九
日

ま
で
の
J
ハ
n
m

と
決
定
し
、
議

墾
箱
ご
り
の
‥
り
加

丁
納
付
民
会
如

門
即
笑
例
の
一

部
一
丹
】
改
正
し
I
Q

条
例
望
、
第
一
．

‥
り
・
高
手
納
付
印

賃
笑
例
の
こ
州

を
改
正
す
る
条

例
窯
本
紙
二
伽

氾
咽
の
一
．
議
案

を
原
基
ど
お
り

可
決
し
、
糀
柏

第
卜
二
＝
り
の
斗

†
場
設
円
に
関

す
る
陳
情
に
つ

七
件

い
て
は
純
情
ヤ
‖
か
ら
の
撒
回
り
…

求
が
あ
り
ま
し
た
の
で
こ
れ
に

伺
ハ
止
し
、
議
肇
郡
＝
．
‥
り
研
仙
念

支
出
に
つ
い
て
　
（
局
前
幼
粒
国

号
小
‥
建
築
に
対
す
ろ
補
仙
金
）

及
び
陳
情
第
一
＝
り
早
苗
幼
酢
園

々
舎
兄
軍
門
補
助
方
た
開
音
え

陳
情
の
二
伸
に
つ
い
て
は
、
椚

班
長
n
会
に
付
託
し
、
講
和
前

の
m
失
神
借
問
払
い
期
解
決
与

の
要
ド
吊
決
議
甥
攻
叫
い
市
外
パ
ス

路
線
を
■
り
こ
せ
付
し
．
三
つ
吏
・
両
夫

議
墨
－
の
．
．
件
は
総
搭
呑
日
へ
ご
い

付
託
し
て
初
日
の
去
圭
一
′
ル
一
Y
用

じ
ま
し
た
。
付
託
を
受
け
1
．
」
左

L
l
左
ム
で
は
∴
卜
h
ハ
ロ
か
・
h
∴
卜

八
日
ま
で
の
問
に
肇
作
の
滞
在

を
H
j
い
、
会
期
［
収
終
日
の
．
．
r
J

一
．
十
几
口
の
赤
会
議
に
お
い
て

そ
れ
一
て
れ
採
択
文
は
可
決
さ
れ

て
第
一
M
臨
時
議
会
を
終
り
ま

した。

を
審
議

■
　
審
議
日
程
及
び
結
果

盲
一
月
二
十
四
日
（
本
会
讐

二
八
議
案
竺
号
芋
的
村
璧
一

m
館
閂
理
条
例
の
ニ
ッ
り
一
茂
止
す

㌃
笑
例
肇
（
原
登
可
注
）
∴
議

‥
秦
第
二
号
1
7
‥
T
J
納
付
別
茫
ツ
ぺ
例

二
”
∵
部
声
）
正
直
丁
ろ
芯
、
刑
寮

（
須
肇
可
沃
）
　
∴
薩
案
第
三
号

■
描
助
手
こ
ハ
∵
二
ノ
い
て
　
（
‥
H
丑

‥
香
い
＼
洋
二
）
　
■
ト
情
第
二
号

営
・
削
幼
柱
．
ぺ
ヤ
・
7
m
√
＝
、
l
。
1
、
り
り

巨
」
二
．
∵
∵
∴
＝
「
　
∴
∵
■

三
日
汀
八
）
　
決
議
案
第
一
号
日
直

和
亮
一
巧
河
山
〓
皿
ト
、
㌍
Ⅵ
閏
二
日
†

明
堅
持
・
り
謄
罠
｝
芯
．
．
L
J
，
‥
一
山
人
㌧
j

決
議
嘗
　
（
捨
正
三
年
目
′
ご
り
丁
】
）

∴
決
議
案
巣
二
号
ト
ロ
7
1
∴
l
、
山

路
班
倶
イ
七
に
．
代
打
で
ろ
▲
∵
1
」
鞍

議
彗
　
（
抱
〃
‥
一
▲
q
H
奈
†
七
）
一

吋
情
第
十
二
号
斗
阜
再
一
一
㌧
ペ
早
目
に

■
閏
す
ら
陳
情
（
徴
回
㍍
－
1
∵
い
同

意）■
二
十
六
日
ヱ
一
十
七
日
（
冊

良
美
〓
′
∴
）
　
・
、
l
来
た
．
∴
り
竹
へ

ご
桃
枯
れ
∴
㌧
山
耕
作
一
∵
〓
う

十
二
月
二
十
八
日
（
…
㌦
“
‥
r
k
H

へ
一
）
　
ノ
′
沈
∴
宰
椛
．
‥
＝
竹
山
し
班

長
案
・
〓
∵
二
‥
り
の
需
否
一
山
∴
〓
う
。

★
二
月
二
十
九
日
　
（
木
左
ム
試
し

八
的
m
Ⅵ
∴
り
巾
．
両
幼
酢
囲
ヤ

杢
＝
舛
事
典
椚
仙
左
に
閃
7
㍍
陳

情
′
誉
い
れ
）
　
▲
　
拭
宰
第
二
．
‥
り
狛

助
企
乞
出
に
つ
い
て
　
（
原
登
り

決
）
　
▲
ゝ
決
議
督
第
言
り
小
皿
和
発

効
前
の
損
失
的
償
問
題
ト
l
則
雛

決
り
膵
進
に
闇
寸
ろ
耽
り
刷
決
議

彗
　
（
可
決
）
　
∧
決
議
偏
虎
二
‥
り

市
外
ハ
ス
の
描
線
変
更
に
反
対

す
る
莞
「
l
i
り
決
議
肇
（
可
決
）

二
お
∵
〃
∴
卜
九
百
の
木
杢
譲

に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
決
議
肇

第
二
り
伎
び
第
一
．
‥
り
の
全
文
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

講
和
発
行
前
の
損
失

補
償
問
題
早
期
解
決

方
推
進
に
関
す
る
要

請
決
議

捏
パ
リ
半
和
笑
的
発
効
前
に
わ

い
て
美
山
■
山
行
為
に
と
り
琉
球

圧
艮
が
七
つ
∴
目
黒
に
対
す
ろ

閏
Ⅵ
問
＝
こ
い
つ
い
て
は
、
用
地

．
付
．
拭
、
山
r
F
j
～
樟
棉
一
再
一
八
÷
丹
し
、
人

コ
ト
一
も
へ
扉
ぶ
軍
律
寸
、
き
睾
琉

届
J
て
予
昼
間
J
I
こ
し
三
明
漬
け

に
か
・
つ
）
ニ
ー
了
＝
二
t
り
対
頂
穴

＝
こ
も
か
か
わ
、
ュ
・
い
い
再
べ
一
ぜ
売

り
h
∵
∴
卜
．
∴
」
．
∴
∴
・
∴
■

に
人
「
面
的
に
は
解
決
さ
れ
て
い

な
い
現
伏
で
あ
り
ま
丁
。

こ
の
補
償
問
皿
は
、
情
損
料
の

、
1
　
■
≡
リ
．
。
∴
ト
、
、

J
∴
L
L
 
n
・
－
†
・

＼
り
∵
い
‥
．
・
∴
∵
、
・
．
．

均
一
、
レ
〓
・
H
r
・
キ
｝
．
1
ト
∵
∴
．
以
上

t
た
山
椚
㍉
」
二
日
「
、
ご
ヂ
h
、
し

な
け
か
け
二
・
．
∵
二
＼
∵
＝
ん
、
し
い

弟
分
、
間
引
〓
一
パ
イ
ン
し
て
い
∵
り
山

て
り
琉
い
▲
∴
仰
1
日
l
助
川
罠
L
b
は
左

門
的
こ
そ
い
性
情
声
黒
に
し
．
上
り

も
め
て
l
“
り
、
い
榊
．
㍍
決
が
押

廷
さ
か
た
場
人
目
は
阿
っ
て
の
吊

用
卜
他
聞
揖
以
上
の
車
博
の
発

ト
に
も
．
巨
億
さ
れ
ま
す
。

、
ふ
つ
て
、
将
来
の
睾
琉
聞
は
の

た
め
に
も
関
係
圧
艮
の
〓
闇
∵

あ
る
対
ロ
ヅ
和
条
約
確
膏
前
の

損
失
に
対
守
る
補
償
問
題
を
日
い

急
に
印
決
し
て
戴
′
、
と
う
特
別

な
る
御
配
慮
を
腸
り
雌
′
＼
葉
詔

い
た
し
ま
す
。
わ
決
議
す
ら
。

．
九
h
へ
四
年
一
．
r
J
∴
卜
九
日

神
経
嘉
手
納
村
議
会

米
国
大
紋
如

ク
仁
「
下
面
㍍
誹
巨

〃
〓
助
に
7
7

〃
回
路
ド
ー
ハ
日
　
　
　
　
　
照

ク
陸
叩
H
宮
ク

仁
下
向
㍍
議
‥
〓

琉
球
則
高
．
．
＝
等
介
布
目

市
外
バ
ス
の
路
線
変

更
に
反
対
す
る
要
請

決
議

H
“
∵
車
H
に
㍍
十
㌧
宕
王
∴

ス
・
、
∴
一
J
▲
、
■
」
一
‥
議
．
．
∵
二
㌧
い

た
予
＝
叫
は
、
去
豆
十
㌧
一
∵
－
・
［

モ
J
往
ぺ
元
一
？
”
∵
ノ
∵
ェ
、
い
る

モ
ゴ
l
こ
．
入
れ
J
u
、
交
出
が
最
も

「
L
㌍
し
て
い
る
周
際
通
り
は
市

外

へ

7

′

■

．

′

十

一

い

．

1

、

■

、

ヽ

　

　

′

・

■

－

　

■

J

一

．

■

一

ヽ

　

　

－

一

止

、

1

　

．

し
こ
、
1
．
・
ノ
．
1
′
・
．
）

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　
】
．
ト

′

亘

】

　

－

．

－

1

′

　

′

t

 

H

．

〓

い

．

り

」

阿
山
情
∵
∵
∴
∵
∴
∵
り
賀
川
‥
里

こ
け
、
∴
†
■
心
で
．
捏
再
刊
〃
∵
ハ
ス

の
両
日
キ
川
〓
守
∴
二
ト
的
吊
〓
■
日

照
等
が
付
則
ふ
【
り
い
ほ
m
拍
一
．
」

れ
ろ
こ
し
右
打
ソ
心
理
両
と
し
て

ー
山
山
り
か
、
旬
諭
円
仁
い
国
際
諭

り
、
閲
由
一
や
り
山
賀
．
通
緩
和
を

図
・
リ
な
け
∃
l
げ
八
㌧
ら
へ
㌧
い
こ
と

は
り
冊
め
ち
か
、
こ
れ
だ
け
の
理

由
で
㌧
h
∵
り
に
何
列
バ
ス
を
市

内
か
ら
締
め
出
寸
と
い
う
こ
と

は
．
・
1
や
り
∴
も
山
で
は
な
い
と

考
■
二
つ
。
∵
、
の
公
共
性
と
．

仇
H
圧
民
に
打
守
る
利
便
福
裾
面

を
r
r
、
増
し
、
さ
ら
に
国
際
通
り

の
変
．
明
頗
再
一
状
態
は
何
に
起
因

す
か
の
要
関
学
探
求
し
、
そ
れ

の
是
正
か
た
ぎ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
木
村
議
会
は

市
外
パ
ス
は
従
来
．
通
り
運
行
さ

空
父
‥
旭
紀
和
は
仰
の
ん
日
仏
（
例

え
ば
加
パ
ス
、
7
ク
シ
ー
以
外

の
一
明
車
輌
に
射
し
て
、
両
．
通

り
の
時
州
的
制
鋸
一
り
▲
設
け
ろ
。

や
的
通
り
に
村
し
て
支
線
よ
り

吟
栗
り
入
れ
川
仁
一
で
付
∵
m
寸

ろ
。
心
障
り
‥
的
へ
一
二
‥
J
J
交
通
等

々
㌫
パ
）
　
て
こ
れ
‥
い
里
択
一
ヤ
一
ぺ

ス
∴
∵
さ
二
一
で
？
エ
ペ
え
、
†

∴
‥
一
∵
＼
　
∴
、
■
卜
1
ぺ
　
／
・
・

の
”
、
‥
＝
∵
′
H
　
∴
ト
＝
り
ー
て
…
畑
川
畑

∵
∴
∴
・
∴
り
㌧
∴
．
・
．
‥
」

カ
日
は
ご
り
l
1
、
7
一
丁
∴
∴

・
．
＝
ハ
　
し
　
∴

．
L
 
h
、
り
　
■
仁
．
．
．
1
－
二
．
■
　
し
ー
・

．
∴
J
ト
一
・
り
∵
r
J
．
、

琉
球
賞
冊
日
出
－
座
り
、

市
外
パ
ス
路
線
変
更

反
対
の
理
由

0
時
間
的
な
影
響

市
外
パ
そ
り
車
代
打
力
出
し

を
し
た
場
合
申
北
南
常
山
何
州

昔
は
乗
り
持
古
志
し
ぺ
け
れ
げ
‥

な
ら
な
い
。
そ
う
へ
q
t
つ
と
重
り

啓
え
に
要
す
る
時
川
は
、
言
丹

変
吋
に
よ
ろ
時
州
毎
鞘
キ
ト
‥
付
t
▼

る
こ
と
に
写
り
実
習
的
八
㌧
時
叫
ハ

炬
紺
に
は
な
ら
な
い
。

〓
謹
書
負
担
の
影
響

政
府
は
市
外
パ
ス
の
両
月
組

め
出
し
を
し
た
場
令
、
両
外
相

パ
ス
利
用
者
の
連
日
凸
面
言
返

特
約
に
は
刷
り
に
左
る
し
】
い
っ

て
い
る
。
し
か
し
小
北
高
部
の

市
外
バ
ス
利
用
者
は
市
再
パ
ス

ま
た
は
タ
ク
シ
ー
有
利
川
丁
こ

こ
と
に
八
号
ろ
。
し
た
が
っ
て
乗

り
持
え
に
上
る
得
桝
的
な
…
m
尖

は
英
人
な
も
の
で
あ
る
。

「
自
動
車
の
交
通
量
に
及
ぼ
す

影
響

致
再
J
皇
り
∬
∴
　
■
へ
の
巾
日
報

ゎ
ト
∴
一
一
∵
人
づ
て
勺
㌦
市
の
美
コ

口
．
里
J
十
七
㌔
か
・
ヱ
∴
′
、
㍉
弓
守

い

い

へ

。

．

ト

．

ノ

　

∴

ハ
ト
．
レ
∴
ナ
几
γ
∴
∵
∴
∵
チ
タ

r

 

Y

 

L

一

㌧

こ

て

ー

J

－

〓

∴

ド

ノ
′
　
1
　
打
・
〟
∴
↓
二
　
　
　
㌧
つ

丁
．
一
い
て
い
い
り
、
さ
ら
に
小

判
▲
‖
潮
等
い
叛
肘
で
∴
ヒ
，
リ
、

こ
の
上
■
リ
h
′
二
と
∵
誉
ゼ
而
‥
里

山
㍍
和
に
は
十
ら
へ
、
い
。
・
㌧
－

千
束
適
量
山
頂
左
が
卜
由
子
れ

Hl、】囲
市
外
バ
ス
の
自
動
車
が
道
面

に
お
よ
ば
す
影
書

氾
蹄
の
紺
H
n
理
山
．
刷
か
ら

維
持
門
の
左
再
h
′
削
泊
を
．
「
糾
心

し
て
い
ち
か
パ
ス
と
小
判
・
中
一
し

は
そ
■
い
l
・
i
‥
で
差
異
が
合
一
い
。
し

か
し
路
雄
を
変
更
す
れ
げ
別
の

当
村
に
そ
の
維
持
門
理
が
か
か

っ
て
′
、
一
？
〃
だ
か
ら
沖
縄
仝
休

し
】
し
て
葦
■
〃
こ
し
場
合
そ
れ
を
痢

1
し
こ
」
ろ
こ
と
は
で
き
た
い
。

蘭
市
外
バ
ス
の
市
内
を
運
行
す

る
た
め
の
経
費

市
外
∴
∵
て
山
市
内
縮
め
H
L

を
し
た
場
合
、
凰
h
F
l
門
、
作
用

門
ク
ー
ヤ
ー
チ
ュ
ー
ブ
理
か
ら

て
も
莫
人
穴
へ
守
門
m
銅
が
▼
一
し
き

る
と
い
っ
て
い
る
が
、
パ
ス
吊

り
一
に
が
公
用
的
七
も
山
一
㌧
あ
る
こ

と
一
丹
一
月
■
′
し
∴
増
ム
▲
1
パ
ス
人
ム
律
の

則
亘
＝
H
t
L
L
り
全
住
民
の
福
裾

増
進
に
比
車
一
ヤ
一
お
′
、
べ
ゝ
∴
二
の

ろ
㌧
出
直
目
黒
の
増
加
、
ケ
ウ

利
¶
巨
行
竹
プ
ル
a
J
■
．
∴
一
日
吾

▲
・
r
ご
り
こ
ナ
一
］
1
ニ
ー
㌧
う
■

∴∵．．．

！
印
鑑
㌔
例
の

ー　ー　改正さ

．

▲

1

1

、

ノ

∴

＝

」

い

－

　

し

．

　

　

　

ヽ

J

ノ

ー

ー
－
．
レ
打
い
∵
什
∵
∴
㌧
　
：
．
ノ
．
∫
▲
　
J

印
鑑
笑
例
か
．
嵩
亮
√
七
六
号

巨
ご
て
．
〃
一
日
か
ら
こ
右
∵
∵
‥

〓
し
て
い
ま
す
。
†
け
■
改
＝
こ

れ
た
笥
所
は
第
・
．
笑
と
吊
七
第

ミ
　
こ
れ
ま
∵
は
木
村
に
〓
所

与
ハ
す
ら
も
の
で
ふ
れ
㍑
一
人

∴
川
に
山
王
ふ
崇
聖
‥
吊
り
■
付
一
受
け

ろ
こ
と
′
㌦
州
．
米
ま
し
た
が
今
庫

の
改
両
で
、
圧
は
ぺ
圧
録
を
ウ
け

て
い
た
け
れ
げ
山
…
栗
な
い
上
∵
り

に
た
つ
ハ
し
こ
と
、
病
㌦
そ
の
伸

や
む
を
‖
な
い
理
由
に
止
り
代

理
人
が
印
鑑
澤
緑
、
改
印
ぺ
‥
紙

を
す
る
場
合
長
け
伏
一
ヤ
添
え
れ

ば
澤
録
で
ゝ
一
こ
上
か
、
八
・
唯
の
改

ニ
喜
㌧
L
〉
　
　
　
【
　
ろ
叫
、
左

目
∵
∵
∴
∵
　
・
”
∴
㌧
し
Ⅲ
∴
ぺ
‥

∵
㌧
∴
一
刷
折
々
h
い
＝
寸
ろ
▲
－
人

リ
ー
・
1
㌧
止
し
ハ
∵
b
の
　
し
へ
′
、
け

い
H
ぺ
．
㌧
J
－
、
て
た
い
と
、
り
こ
て

り
止
、
h
L
∴
　
∴
√
り
そ
の
他
に
つ

い
て
は
こ
か
ま
∵
由
り
こ
よ
り

ま
寸
〆
、
代
〃
左
か
印
鑑
証
明

パ
再
交
付
請
求
を
■
エ
リ
瑚
ム
日
は

穴
へ
什
叛
を
浣
－
し
て
誹
求
す
る
こ

と
、
こ
の
場
合
二
セ
ン
ト
印
紙

を
貼
ろ
め
を
忘
れ
ろ
方
が
多
い

よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
ー
付
し

忘
れ
へ
′
一
い
と
う
総
務
誹
で
は
よ

ご
か
け
て
い
ろ
。

黍
　
　
圧
　
　
〃

、
．
‖
一
n
V
‥
‥
●
・
】
n
U
－
い
真
一
H
U
T
ゝ
t
・
0
－
集
い
凸
い
1
▲
い
‥
1
日
】
n
U
∴
‥
▼
‖
【
＿
‥
い
●
H
■

私
情
今
般
扇
T
J
納
付
で
川
々
〓
香
油
〓
症
を
代
理
人

し
】
定
め
」
圧
の
鮪
根
を
責
「
－
ユ
リ
。

一
、
印
鑑
ペ
ソ
り
山
に
闇
」
二
ご
て
し

▲
■
、
印
鑑
証
明
圧
＝
交
H
に
皿
丁
六
二
と

仁
〓
ト
、
∴
」
・
∴
・

H
再
　
∴
加
r
納
付
ル
「
何
ヤ
目
差
地

代
ハ
ハ
　
何
　
　
　
　
ら
　
　
　
画

一
り
呈
∵
招
け
」
り

り
鷺
．
■
n
U
l
 
V
●
‥
■
∩
〓
】
口
．
●
リ
∵
∧
‖
】
【
日
．
▲
‥
卓
‥
●
‖
■
H
V

声
　
　
明
　
　
書

へ
　
去
る
三
月
二
十
七
日
招
集
の
三
月
定
例

（
　
議
会
に
於
い
て
い
か
に
も
村
当
局
職
員
が

へ
■
　
工
事
施
行
に
あ
た
り
謂
色
業
者
よ
り
不
正

な
金
を
受
領
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
当
山

折
＝
男
議
只
の
発
言
池
に
四
月
四
日
と
四
月

六
ロ
バ
沖
縄
セ
イ
ム
ス
の
記
事
に
対
し
調

流
し
た
と
こ
ろ
か
よ
う
に
不
正
な
金
を
受

領
し
た
事
実
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
の

で
こ
こ
に
声
明
す
る

一
九
六
四
年
四
月
七
日

嘉
手
納
村
長
　
伊
　
礼
　
春
　
日

村
議
会
の

傍
聴
に
つ
い
て

議
　
会
　
事
　
務
　
局

す

＼

・

／

　

・

r

 

t

．

′

氏
t
敢
沼
の
理
想
は
、
全
作

民
が
一
定
の
場
所
に
依
っ
て
‖

接
ぷ
兄
を
述
べ
、
多
数
決
の
原

理
に
覗
い
て
物
里
を
決
定
し
、

敢
拾
奇
行
う
こ
と
で
あ
り
ま

す。然
し
七
が
ら
、
現
代
社
会
に
お

い
て
は
全
住
民
が
棋
っ
て
話
し

合
い
、
結
論
与
り
i
L
て
こ
れ
を

行
う
と
い
う
こ
と
は
、
不
可
儀

に
近
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
代
議
制
度
」
と
か

「
議
会
制
哩
」
と
い
う
方
法
が

生
ま
れ
て
、
公
選
に
よ
っ
て
一

定
敬
の
代
右
打
一
再
達
人
で
、
モ

の
代
よ
ノ
日
が
黒
つ
て
会
議
を
聞

き
、
物
車
を
決
定
す
る
や
り

方
、
こ
れ
が
代
議
制
度
で
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
は

住
民
の
m
接
選
挙
に
よ
っ
て
選

目
さ
れ
た
議
r
l
一
、
7
0
つ
て
構
成

す
る
住
民
の
代
英
機
m
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
こ
の

議
会
で
決
め
た
こ
と
は
、
機
関

慧
志
を
決
定
す
る
事
件
以
外
の

も
の
は
法
律
上
、
住
民
全
体
の

憲
志
と
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
人
冊
の
行
動
が

そ
の
人
の
戒
厩
で
決
め
て
い
′
ヽ

の
と
同
様
に
、
水
村
の
意
思
は

議
会
と
い
う
機
関
即
ち
頭
脳
に

相
当
す
る
議
決
機
関
が
定
め
、

村
長
そ
の
他
の
執
行
機
慨
に
よ

っ
て
村
の
政
治
が
執
持
さ
れ
て

い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
車
要
な
役
刑
を
も
つ
議
会

が
ど
の
よ
う
に
迅
付
さ
れ
、
議

日
が
往
尺
の
迂
卜
心
を
ど
の
よ
う

に
、
武
ヘ
ム
に
反
映
し
て
い
る
か
、

村
広
黒
め
以
ら
れ
た
紙
面
に
お

い
て
満
足
に
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何

卒
、
実
際
に
村
議
会
を
梢
強
毒

さ
れ
て
裁
く
よ
う
御
職
い
巾
し

上
げ
る
扶
第
で
あ
り
ま
す
。
議

会
に
は
定
例
議
会
と
臨
時
議
会

が
あ
り
ま
す
。
定
例
議
会
は
、

た
い
J
J
笑
禦
カ
り
こ
い
ご
？
こ
こ
ろ

二
上
り
毎
揮
っ
て
∴
－
三
二
り
、

六
円
九
円
モ
「
し
卜
二
月
に
開
か

れ
る
山
で
ー
、
山
り
ま
す
が
、
関
目

に
つ
き
ま
し
て
は
村
の
行
事
そ

の
他
の
里
侍
も
拗
重
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
人
の
で
定
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
議
会

開
会
の
口
は
少
く
て
も
開
会
三

日
前
ま
で
に
柑
役
所
前
の
掲
示

板
に
牝
＝
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
ま
す
が
、
住
民
の
比
目
標
へ

広
く
周
知
せ
し
め
ろ
方
法
の
一

つ
と
し
て
口
川
鞘
冊
の
紙
卜
を

椚
用
し
て
い
る
次
郡
で
一
や
り
ま

す。住
民
の
日
常
黒
溝
と
直
結
す
え

村
政
の
諸
問
題
を
検
討
し
て
い

る
議
会
に
わ
い
て
、
私
運
の
選

ん
だ
講
日
が
ど
の
よ
う
に
住
民

の
意
志
を
反
映
さ
せ
て
い
る
か

選
挙
後
の
慌
里
も
怠
っ
て
ほ
な

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
議
会

傍
聴
は
、
原
則
と
し
て
誰
で
も

持
諾
て
・
ノ
・
二
つ
J
て
エ
ー
り
ユ
ニ
で
。

J
一
－
て
　
議
場
ヰ
一
l
、
‥
一
ト
ト
か
∴

々
烏
¶
叫
へ
㌧
－
貨
要
誓
を
受
け
て
圧
▲

民
に
代
っ
て
村
敦
の
問
題
一
？
帯

讃
す
る
神
聖
な
る
場
所
で
あ
り

ま
す
の
で
株
序
が
維
持
さ
れ
て

各
議
n
が
住
民
の
声
を
十
二
分

に
発
抑
で
き
る
よ
う
な
ぢ
囲
気

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

白
痴
者
、
酪
酎
者
、
兇
器
そ
の

他
値
段
と
認
め
ス
物
品
を
鵜
由

す
る
苦
、
他
人
の
唖
忌
す
べ
き

絹
気
に
か
か
っ
た
ポ
、
旗
、
の

ぼ
り
、
プ
ラ
カ
ー
ド
そ
の
他
′
武

勢
を
小
寸
お
そ
れ
あ
一
？
も
の
を

持
っ
て
い
る
満
の
傍
魔
は
律
h
じ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
村
議
会
を

傍
聴
乍
ご
ろ
場
合
は
、
究
ず
、

村
役
所
会
議
室
（
二
隅
）
　
に
傍

聴
帽
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す

の
で
そ
の
人
口
の
受
付
所
に
備

え
て
あ
る
傍
聴
人
名
苗
に
往
所

氏
賓
等
を
記
職
し
て
か
ら
傍
版

相
に
入
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て

小
∵
二
三
㌧
。
Y
㌣
二
や
曇
式
特
豆

ま
∴
鴇
．
巧
か
こ
∴
一
後
月
咋
ま

て
　
（
・
、
L
申
＝
卜
今
八
時
m
伐
て
）
作
憩

時
日
が
▲
い
り
ま
す
）
　
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
な
さ

れ
る
万
は
、
こ
の
時
間
内
に
傍

聴
な
さ
つ
て
下
さ
る
よ
う
御
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
携
聴
席
に

お
い
て
は
、
次
の
車
刑
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〓
　
会
議
場
の
、
■
＝
論
に
対
し
、

可
巾
を
克
明
し
な
い
こ
と

り
　
折
畳
に
わ
た
り
議
車
を
妨

再
＝
し
な
い
こ
と
。

ト
　
桐
．
．
㌧
外
作
↓
の
類
を
刀
川

し
な
い
こ
と
。

仰
　
は
の
潜
み
一
鵜
沼
し
な
い
こ

銅
　
加
川
合
ご
り
古
い
再
が
ム
つ
て

も
議
場
に
入
ら
な
い
こ
と

以
上
が
傍
聴
人
の
遵
守
里
項
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

甜
ホ
知
の
よ
う
に
「
傍
聴
」
は

議
車
が
ご
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

∵
る
か
或
い
は
議
肇
か
ご
の
よ

ぅ
へ
㌧
即
日
で
、
ど
う
い
う
親
局

に
な
っ
た
か
を
利
用
‥
に
関
係
の

あ
る
住
民
に
知
ら
し
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、

ま
た
白
分
の
選
ん
だ
議
日
が
ど

の
よ
う
に
発
∫
＝
し
、
ど
の
よ
う

1
2
　
1
　
冊
女

に
班
香
を
表
明
し
た
か
を
選
挙

民
に
知
ら
し
め
ろ
た
め
の
も
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
諾
い
を
選

出
す
る
だ
け
で
な
く
、
是
非
一

度
は
議
会
を
傍
聴
し
て
戴
く
よ

う
希
望
巾
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

l

・
‖
■
　
0

□

乃

　

1976

円

　

432
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かく　きず正確な答で

カ　　を＝＝協

春季清掃週間
明るい家庭は

清　掃　か　ら

村役所構内
＝一方通行＝

2月24日　から

射絶叫線内私有回

射花町
「＿＿J」　　‾‾

農
業
闘
醐
始
る

三
月
二
十
日
～
四
月
二
十
日

綻
l
汁
げ
で
は
二
．
H
．
．
卜
日
か

ら
叩
月
一
．
卜
日
ま
で
の
糊
に
仰
根

菜
同
勢
調
香
を
仝
琉
的
に
里
ハ
侮

√
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ん
一
。

こ
の
調
杏
は
卜
隼
に
．
回
、
そ

の
冊
、
臨
時
に
冗
帰
日
に
調
書

が
H
h
へ
わ
れ
ろ
こ
と
に
h
h
つ
て

い
て
木
上
に
わ
い
て
は
、
戦
後

一
九
行
C
叩
二
日
に
第
．
回
、

一
九
圧
圧
隼
∴
日
に
㌫
∵
回
、

∵
几
∴
〔
帰
一
．
日
に
第
．
㌧
回
l

の
調
告
示
一
日
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
明
後
、
琉
球
に
お
い
て
は

U
l
岬
の
琉
球
州
艮
棒
省
が
．
化

石
一
作
二
日
に
的
め
て
小
j
l
、
促
し

て
お
り
ま
丁
が
、
戦
後
琉
げ
に

わ
い
て
こ
の
調
た
が
H
h
l
わ
れ

ろ
い
て
リ
†
回
．
㌦
Ⅵ
．
．
回
目
■
∵
汁

こ

ん

な

世

帯

が

調
杏
　
の
対
象
と
な
る

▲
－
H
勢
月
が
山
村
的
ご
一
二ノ
　
　
い
こ
い
】
＝

■

り

1

㌧

　

ハ

上

土

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

3

、

パ

・

、

n

L

I

、

．
ト
。
】
h
l
－
．
．
P
r
t
．
。
一
－
　
　
」
、
川
上
力
日
日

－
■
　
－
し
　
」
，
杓
＝
L
H
 
J
　
　
ヤ
ー

吊
」
、
1
ヽ
　
り
、

・

‥

　

　

∵

　

＝

・

両
統
証
け
が
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
寸
。

こ
の
調
雇
の
結
果
は
、
こ
れ
か

ら
の
琉
球
罠
某
を
ど
の
よ
う
な

〃
向
に
進
め
て
〓
ノ
、
か
一
ぜ
決
め

ろ
情
損
的
な
統
計
賢
科
し
」
し
て

H
川
さ
れ
ろ
わ
け
で
あ
り
ま
す

の
r
L
政
府
で
は
上
り
‥
し
い
紙

汁
キ
‖
と
う
と
卜
二
り
叫
千
七

H
．
一
卜
八
州
と
い
う
里
人
な
抒

門
一
7
品
調
〃
の
た
め
に
使
っ

て
い
ま
し
．
」
。
十
ま
で
の
律
駒
に

と
ろ
と
臥
柁
■
の
小
竹
‥
し
た
こ
と

が
ら
が
、
徴
税
山
目
的
に
使
わ

れ
は
し
た
い
か
と
か
、
こ
う
い

ぅ
こ
と
ー
丹
一
叫
隼
‥
L
■
l
れ
げ
里
溝
保

〝
帰
が
H
n
明
ら
か
は
し
た
い
か

と
い
っ
た
心
配
∵
申
隼
‥
一
り
】
し
、
h

l

、

入

”

州

以

上

糾

っ

て

い

て

5
、
　
＝
　
卜
一
．
＝
′
、
・
．
」
。
つ
．
し
、

T

∴

．

1

■

一

、

■

1

一

ろ
匪
桐
山

6
、
成
拭
、
∴
「
し
ろ
、
▲
ご
り
ヒ

ー
　
　
｝
」
－
八
　
二
1
j
）
．
、
ヽ

う

1

　

　

′

、

j

r

1

“

▲

′

　

■

　

し

一
り
か
、
′
＼
H
・
．
挿
リ
ム
わ
け

る
場
A
U
が
多
い
よ
う
で
す
が
統

計
法
■
■
亡
は
憎
さ
∧
か
ら
輿
め
ら

れ
た
賢
料
は
統
計
卜
の
日
的
以

外
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
よ

う
に
囲
ノ
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す。叉
調
香
‥
目
に
付
し
て
も
射
小
‥
省

の
秘
密
を
保
護
寸
ラ
）
と
を
へ
…

じ
て
い
ま
す
の
て
写
心
し
て
‖

椚
ぺ
小
竹
＝
な
し
て
下
さ
い
。
ス

し
て
琉
球
の
仰
“
美
発
展
の
た
い

に
二
の
朋
吾
の
日
付
県
か
じ
㈹
う

・
で
ハ
役
・
い
つ
も
山
と
へ
ご
り
上
．
り

胡
吾
に
ふ
∴
っ
て
わ
〃
い
に
心

が
け
∴
い
も
ム
∴
二
㌔

7
、
∴
つ
け
キ
一
県
H
L
則
り

∵
い
一
り
目
指

8
、
u
号
∴
山
一
隼
川
に
い
小
け
ち

㌍
∵
∴
十
′
h
妙
∵
山
肌
・
宜
亀
か
正

明
以
「
．
あ
ら
陣
痛

U
l
こ
山
1
か
ら
8
寸
土
∵
の
い
つ

か
か
こ
で
－
す
ら
匪
㍑
豆
石
墨

の
対
象
と
べ
り
習
八
日
か
誹
り

か
ま
－
㌔
　
そ
の
他
＝
ト
．
J
∵
＝
一
▲
r

・
∵
．
∴
い
い
　
∵
∴
∵
．
∴
∴
・
こ

し
ご
り
沼
′
H
か
日
へ
㌧
か
が
ユ
ニ
す
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ど
　
ん
　
な
　
こ

と
　
を

調

r
　
世
相
目
に
つ
い
て
な
ま

え
、
頼
・
作
り
目
、
朋
、
女

の
別
、
叫
根
芸
や
叫
霊
人
以
外

の
什
車
に
従
容
し
て
い
ろ

か
し
て
い
た
い
か
等

＝
　
上
地
に
つ
い
て
緯
日
直

椚
、
用
地
の
数
や

丁
ノ
　
小
．
外
需
に
つ
い
て
、
牛
、

仁
川
一
、
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木
、
＝
た
い
、
こ
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．
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－

　

■
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業
の
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入
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机
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‖
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∴
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．
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∴
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．
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．
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日
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ヅ
再
．
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か
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・
．
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一
・
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1
∵
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ト
、
．
リ
ー
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日
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ニ

ー
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■

▼

′
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1

・

1

日
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ユ
∵
力
．
r
辺
川
み
、
・
．
レ
‥
－

化
し
二
㌧
へ
撫
誹
り
．
冊
通
則
朝
川

と
し
て
品
り
此
桐
山
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－
〓
こ
と

り
・
」
．
琉
一
∵
い
け
て
頻
り
1
し
っ

両
広
い
川
棚
動
か
が
…
冊
一
．
れ
て
い

貫
ヾ
十
、
本
村
に
J
∵
．
ま
し
て

J
・
．
J
－
納
署
、
‖
「
局
、
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H
T
べ
〓
ぺ
十
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化
、
村
圧
∴
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ノ
武
人
－
か
い
Ⅳ
m
L
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更

に
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日
ソ
H
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川
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山
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J
小
目

ま
し
て
木
川
鳥
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山
パ
小
二
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招
進
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∵
㌧
㍗
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と
川
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い
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、
左
旭
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川
小
の
村
総

A
L
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畑
山
▲
山
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り
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杵
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∵
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∵
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目
．
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∫
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一
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．
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．
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∴
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．
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∵
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．
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催
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丁
∴
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∴
m
車
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∵
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∴
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催
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損
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∵
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＝
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∫
∵
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∴
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回
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－
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▲
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叛
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∵
∵
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∵
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．
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∴
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．
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い
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山
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、
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芯
机
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∴
ト
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∵
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1
．
…
一
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艮
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日
と
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√
一
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．
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∵
∴
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＼
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．

∵

・

′

′

－

1

　

　

㌧

．

－

力

巨

．
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．
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り
車
γ
兄
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い

小

一

ノ
H
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石
目
．
∫
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、
′
丁
ン
r

車
・
照
L
り
　
」
日
日
日
々
㌦
人

∵
右
■
エ
リ
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拘
り
再
日
日
■
山
根
〓
け
胃
ハ
…
∵
”

化
日
．
偏
山
∴
∴
∵
∴
相
封
山
座

・
▼
ぺ
」
車
、
竹
∴
∵
パ
規
板
目
け
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ィ
．
七
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り
〔
一
中
一
り
・
調
作
り
－
．

研
望
皿
＝
・
一
、
1
ご
て
ヱ
り
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＝
け
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〃
り
竜
危
m
訪
日
の

り
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‥
外
川
叫
の

二
．
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・
】
二
　
　
王
÷
ニ
？
一
カ

■
し
■
∴
卜
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1
　
、日

昭
H
m
J
畔
一
．
し
か
け
照

り
、
叱
正
∵
”
浩
一
．
J
H
■
？
右
運

動
再
∴
早
戸
樅
′
べ
一
い
、
問
．
日

照
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I
て
い
】
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】
こ
し
■
J
昨
日
い
か
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ベ
　
る
　
か

■
一
豊
川
機
械
、
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に
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い
て
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の
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自
数
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い
て
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友
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ン
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野
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梢
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等

れ
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仙
u
J
．
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関
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い
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ト
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い
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▲
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っ
て
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カ
ヒ
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．
こ
と
に
つ
い
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調
差
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〕
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日
川
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川
H
…
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川
川
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川
＝
川
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日
日
日
日
日
川
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∴
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日
か
ら
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一
．
‖
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八
一
一
、
山
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日
川
合
琉
∵
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に

ハ
現
出
冊
が
圭
へ
地
さ
れ
ろ
こ

し
こ
こ
与
り
ヰ
し
い
′
。
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川
〃
、
．
出

翌
日
は
穴
山
と
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∵
小
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．
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．
二
…
心
い
ま
し
」
〃

、
、
付
目
∵
廿
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∵
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．
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一
日
も
早
ノ
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交
．
迅
小
牧
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一

′
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そ
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と
い
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符
閏
係
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の
必

死
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

交
．
地
車
故
は
後
一
ぜ
断
h
L
な
い
打

撲
で
▲
山
一
り
。
特
に
近
年
は
〓
寮

用
巾
が
∴
え
干
せ
ま
い
村
役
所

の
構
内
も
た
ま
た
ま
両
川
で
こ

ら
れ
章
〃
々
の
車
で
混
雑
す
る

そ
こ
で
〃
．
に
そ
な
え
て
そ
の

苫
処
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一
付
し
弊
ぺ
小
に
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い
し
て

い
た
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る
．
．
月
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四
日
か
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．
ト
り
．
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r
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に
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㌧
り
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L
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し
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来
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∴
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∴
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せ
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∵
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∴
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．
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．
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∴
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処
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仲
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∵
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∵
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∴
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∴
．
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什
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∴
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．
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符
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．
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1
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【
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．
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∴
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∵
∵
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∴
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∵
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∵
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√
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．
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∴
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．
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．
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．
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損
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．
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∵
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∴
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．
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．
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∴
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仇
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∴
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∴
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．
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．
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仇
‥
目
　
し
一
‥

・
′
．
「
ら
し
．
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＝
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∴
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▲
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∴
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．
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∴
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∴
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▲
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∩
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＝
∵
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∵
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∵
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∴
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∴
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